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技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ｒ  Ⅰ－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
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「 I n d e x② 労 働 力 不 足 × 維 持 管 理 」 ①  

水：現状（背景） 

緑：現状に対する問題点 

橙：理想 

紫：条件や解答の目的 

赤：題意（前提条件） 



技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

１ ． 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ） デ ジ タ ル 技 術 者 の 確 保  

 2 0 1 3 年 の 社 会 資 本 メ ン テ ナ ン ス 元 年 か ら の 約 1 0 年

間 、 社 会 イ ン フ ラ に 対 す る 様 々 な 取 り 組 み を 行 っ て き

た ① 。 し か し 、 対 象 施 設 の 多 さ や 近 年 の 激 甚 化 ・ 頻 発

化 す る 自 然 災 害 対 策 等 、 限 ら れ た 人 材 で イ ン フ ラ 施 設

を 維 持 管 理 す る に は 従 来 の 対 応 の み で は 限 界 が あ る ② 。

少 な い 労 働 力 で 適 切 に 対 応 す る に は デ ジ タ ル 技 術 ③ を

活 用 し た 取 組 み が 必 要 不 可 欠 で あ る 。 よ っ て 、 人 材 面

の 観 点 か ら 、 デ ジ タ ル 技 術 者 の 確 保 が 課 題 ④ で あ る 。  

 

（ ２ ） 予 防 保 全 へ の 本 格 転 換 の 加 速 化  

 社 会 資 本 施 設 が 適 切 に 維 持 管 理 さ れ て お ら ず 、 老 朽

化 に よ る 水 道 管 の 破 裂 や 道 路 陥 没 等 の 事 故 が 発 生 し て

い る 。 こ れ に よ り 、 断 水 や 通 行 規 制 な ど 都 市 基 盤 に 影

響 が 生 じ て い る ⑤ 。 こ の よ う な 状 況 の 中 、 従 前 の 事 後

保 全 か ら 省 力 化 や コ ス ト 縮 減 に 効 果 の あ る 予 防 保 全 へ

の 転 換 が 急 務 ⑥ で あ る 。 よ っ て 、 仕 組 み 面 の 観 点 か ら 、

予 防 保 全 へ の 本 格 転 換 の 加 速 化 が 課 題 ⑦ で あ る 。  

① 「様々な取り組みを行ってきた」では何も説明していないのと同じです。 

② 「しかし」とは何に対する逆接なのか、対象施設とは何か、なぜ限られているのか、将来の対応

とは何か、何一つ分かりません。すべてが抽象的で、独りよがりです。読み手が理解できる説明

とすることをまずしっかりと意識しましょう。 

③ なぜデジタル技術なのかといったことも何も説明がなく、脈絡がありません。 

④ 人手不足を解消したいのか、デジタル技術を導入したいのか論点がぼやけています。 
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（ ３ ） イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化  

現 在 、 約 3 0 0 万 人 い る 建 設 技 術 者 は 今 後 1 0 年 で 約

1 0 0 万 人 が 高 齢 化 に よ り 離 職 す る と さ れ て い る 。 さ ら

に 、 2 0 2 4 年 か ら の 時 間 外 労 働 の 上 限 規 制 に よ り 労 働

力 の 低 下 が 懸 念 さ れ る 。 こ の よ う な 状 況 の 中 、 短 時 間

勤 務 、 ﾘ ﾓ ｰ ﾄ ﾜ ｰ ｸ 等 の 柔 軟 な 働 き 方 を 実 現 す る 上 で も 、

魅 力 的 な 職 場 環 境 づ く り と 生 産 性 の 向 上 ⑧ は 急 務 と な

っ て い る 。 他 方 、 デ ジ タ ル 技 術 は 急 速 に 発 展 し て お り 、

生 産 性 を 補 う ⑨ 技 術 と し て 期 待 さ れ て い る 。 よ っ て 、

生 産 性 の 観 点 か ら イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化 が 課 題 ⑩ で あ

る 。  

⑤ 水土管の破裂、道路陥没といっているので、その影響があることは書かずとも伝わるのではあり

ませんか。 

⑥ これも唐突です。事故の話から、急に予防保全と言われても、飛躍した主張です。なぜ予防保全

なのか、事故との関係何なのか、なぜ省力化やコスト縮減の話をしているのか、このような説明

がないまま予防保全が急務だと言われても理解できません。 

⑦ 予防保全は現状どのような状況なのか説明されておらず、本格転換が何なのか分かりません。ま

た、予防保全の転換が必要、だから予防保全が課題との説明は、同じことを何度も説明している

ように見えます。背景は、予防保全ではない異なる表現が望まれます。 
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 時 間 外 労 働 の 上 限 規 制 は す で に 始 ま っ て お り 、 早 急

な 対 応 が 必 要 な た め 「 イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化 」 を 最 も

重 要 な 課 題 に 選 定 し 、 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。  

 

（ １ ） Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 活 用  

 安 全 性 の 向 上 及 び 省 力 化 、 少 人 化 を 図 る た め ⑫ 、 ド

ロ ー ン や ロ ボ ッ ト 等 の I C T （ 情 報 通 信 技 術 ） 建 機 ⑬ を

全 面 的 に 活 用 す る ⑭ 。 具 体 的 に は 、 測 量 の 場 合 、 短 時

間 の 作 業 で 詳 細 な 三 次 元 地 形 情 報 を 得 る こ と が 可 能 と

な る ⑮ 。 ま た 、 高 所 で の 橋 梁 の 点 検 ・ 診 断 に お い て は 、

従 来 は 交 通 規 制 を 行 い 、 橋 梁 点 検 車 を 用 い て 点 検 を 実

施 し て い た ⑯ 。 遠 隔 操 作 が 可 能 な ド ロ ー ン を 利 用 す る

こ と で 、 作 業 が 困 難 な 高 所 の 点 検 を 安 全 に 効 率 よ く 行

う こ と が で き 、 省 人 化 、 省 力 化 が 可 能 と な る ⑰ 。  

⑪ ⑩のとおり、デジタル技術者の確保も当てはまりませんか。理由がダメというより、同じような

課題設定をしていることが問題です。見直しましょう。 

⑧ これも柔軟な職場環境を実現したいのか、生産性の向上を図りたいのかよく分かりません。論点

を明確にしましょう。 

⑨ 生産性を補うとはどのような行動なのですか。 

⑩ 観点は異なるものの、デジタル技術者の確保が課題と主旨は同じではありませんか。多面的とい

う条件を満たしているのか疑義があります。 
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（ ２ ） B I M / C I M の 活 用  

 関 係 者 間 で の 作 業 を 効 率 的 に 行 う た め 、 調 査 ・ 設 計

か ら 維 持 管 理 ま で の 全 行 程 で B I M / C I M の ⑱ ３ 次 元 デ ー

タ を 共 有 す る 。 ま た 、 技 術 的 な 情 報 だ け で な く 、 コ ス

ト や 価 格 情 報 ⑲ を B I M / C I M デ ー タ に 付 与 す る 。 こ れ に

よ り コ ス ト 管 理 、 労 務 管 理 ⑳ の 一 層 の 効 率 化 が 可 能 と

な る 。 ま た 建 設 事 業 に 関 す る 様 々 な 情 報 が B I M / C I M に

関 連 付 け さ れ る ｼ ｽ ﾃ ﾑ を 整 備 す る ㉑ 。  

⑫ 課題では、生産性の観点からとあるので、その目的は生産性の向上なのではありませんか。省力

化や省人化は関連した目的ですが、安全性は突如としてできてきましたね。解決策で記述すべき

目的は、課題での背景を踏まえたものにすべきです。 

⑬ 建機とは建設機械のことですよ。ドローンやロボットは建機ではないと思います。 

⑭ 何に活用するのですか。 

⑮ 可能性ではなく、解決策を書きましょう。また、何を用いているのですか。説明が断片的で全容

が分かりません。 

⑯ ここは解決策を書く場所です。昔の状況ではなく、何をどのようにして省力化を図るのかといっ

た事柄を書くべきです。この場合であれば、ドローンを用いて、交通規制を行うことなく、高所

の点検を実施するといった表現が考えられます。 

⑰ これも可能性ではなく、やること（解決策）として書きましょう。また、省力化、省人化といっ

た効果は最初に書いてあるので重複しています。不要。 
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（ ３ ） 国 土 交 通 ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾌ ﾟ ﾗ ｯ ﾄ ﾌ ｫ ｰ ﾑ の 活 用  

 国 ・ 自 治 体 等 関 係 者 間 で の 情 報 共 有 と 劣 化 予 測 を 可

能 に す る 国 土 交 通 デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 活 用 し 、

新 た な サ ー ビ ス の 創 出 や 官 民 協 働 の 推 進 を 行 う ㉒ 。 こ

れ に よ り 、 更 な る 生 産 性 の 向 上 を 図 る ㉓ 。 具 体 的 に は 、

イ ン フ ラ の 点 検 情 報 を 共 有 し 、 専 門 家 に よ る 遠 隔 診 断

を 実 現 ㉔ す る 。 発 注 者 、 点 検 者 、 専 門 家 等 の 関 係 者 間

で 横 断 的 に 対 策 検 討 を 行 う ㉕ 。 人 手 不 足 が 顕 著 な 地 方

自 治 体 に お い て も 効 率 的 な 検 討 、 維 持 管 理 が 可 能 と な

る ㉖ 。 ま た 、 交 通 、 防 災 等 様 々 な 分 野 の 情 報 を 一 般 公

開 し 国 民 の イ ン フ ラ へ の 関 心 、 持 続 可 能 な 社 会 の 構 築

を 目 指 す ㉗ 。  

 

㉒ 国土交通データプラットフォームで劣化予測が行えるのですか。また、国・自治体等関係者間で

の情報共有という機能を説明しているのですか。国と自治体間で情報共有する目的も分からなけ

れば、後述には官民協働の推進を図るとあります。一体、誰が何をするのでしょうか。 

㉓ なぜ生産性の向上が図れるのですか。 

㉔ 国・自治体等関係者間での情報共有と劣化予測はどうなっているのですか。専門家とは誰なので

しょうか、民間との協働の例示ですか。 

⑱ →「BIM/CIMを用いて」 

⑲ 同じではありませんか。 

⑳ 労務管理が効率化される仕組みが分かりません。 

㉑ これも抽象的です。建設事業に関する様々な情報とは何ですか。BIM/CIM に関連付けされるｼｽﾃﾑと

は何ですか。 
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３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

 上 記 の 解 決 策 で は 、 衛 星 や ド ロ ー ン に よ る 点 群 や 映

像 取 得 ・ 解 析 ㉘ で デ ジ タ ル デ ー タ 利 用 が 増 加 す る 。 そ

の た め 、 ハ ッ キ ン グ や マ ル ウ ェ ア な ど の サ イ バ ー 攻 撃

の リ ス ク が 高 く な る 。 多 く の デ ー タ に 問 題 が 生 じ た 場

合 、 解 決 に 時 間 と 労 力 が 必 要 と な り 、 生 産 性 が 低 下 す

る ㉙ 。 V P N 接 続 や フ ァ イ ア ウ ォ ー ル 、 電 磁 シ ー ル ド な

ど の 多 重 防 御 を 実 施 す る 。 ま た 、 B C P （ 事 業 継 続 計

画 ） に シ ス テ ム 障 害 項 目 を 加 え 、 サ イ バ ー 攻 撃 へ の 対

応 を 行 う 。  

 

４ ． 業 務 遂 行 上 必 要 と な る 要 点 ・ 留 意 点  

 業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築

し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う 留 意 す る 。  － 以 上 －  

㉘ このような話は解決策のどこに書いてあるのですか。 

㉙ リスクの影響まで書かなくても理解できると思います。 

㉕ プラットフォームとどのように関係しているのですか。 

㉖ なぜですか。 

㉗ 目標ではなく、やることを書きましょう。ここでの解決策は、新たなサービスの創出や官民協働

の推進ではないのですか。全体として、理由や仕組みの話もなく、説得力に欠けます。また、論

点もあっちこっちに拡散し、とりとめのない説明になっています。 


